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プログラム 

 

10：00～12：00 開会挨拶・全体セッション 

  10：10～10：30 当事者研究の歴史と取り組み 

  10：30～12：00 当事者研究口頭発表 

12：00～13：00 昼休み 

13：00～ 5 つの分科会のゲスト紹介＆トークセッション 

14：00～ 分科会 

16：00～ チャット交流会(休憩) 

16：30～ 全体交流会・総括 

17：30～ 閉会 
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苦労の当事者が、ともに苦労を出し合い、対話する。そこから生まれる「言葉たち」。対話に

よって磨き抜かれた「言葉たち」は、羅針盤となりわたしたちの進む道を照らしだす。「苦労の
羅針盤」を携えて、今日も私は空を飛ぶ。自らの腕に力を込めて、人生の舵を切るために。 

 
「人と事を分ける」「苦労を取り戻す」「初心対等」「治すよりも活かす」・・・数々の言葉を

生み出してきた、べてるの家の当事者研究。 
当事者研究が好きな人も、知らない人も誰だって苦労の当事者。そして、苦労の当事者一人

ひとりが主人公の、当事者研究全国交流集会です。苦労や弱さはみんなで分かち合うべき共有
財産。「弱さの情報公開」を通して人とつながり、助け合いと新たな知恵を生み出す場を、日本
全国・世界から集まる仲間とともに楽しんでみてください。  

大会趣旨 
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「苦労の羅針盤」を見つけるための 5 つの分科会 

 

 

 

 

 

 
学校がしんどいのは、生徒はもちろん、先生の側でも切実になってきている。生徒も先生もフラッ

トに対話できる場をつくりたい。先生が率先して「しんどさ」を開示したらどうなるだろう。先生も
生徒も、自他尊重の対話を越えて浮上する「学校改造計画」のゆくえを追う。 

 
☆ファシリテーター：安本志帆(みんなのてつがく CLAFA 代表)＆ヒカルくん  

★話題提供者：斎藤眞人さん(立花高等学校 校長) 他数名 

 

 

 

 

 

 

 

さまざまな場に「ともに研究する」というスタイルで、つながりの場を開拓してきた当事者研究。そ
の活動にとって SNS は、新たな可能性と苦労をもたらしてきた。そこでは、「SNS 誤作動」という現
象も注目されている。皆さんの経験（苦労したこと、上手くいったこと）を持ち寄り交流する。 

 
☆ファシリテーター：向谷地生良 (浦河べてるの家・理事) 

★話題提供者：大矢英明さん (『他人事メソッド』開発者) 

 
 
 
 
 

 

 
 排他的な日本社会で、発達障害や LGBT の存在をきっかけにして、「そもそも、一人一人が違う存在
なのだ」と認識され始めている。心理的安全性の高い職場づくりと「機嫌よく」はたらくための実践に
ついて対話する。 

 
☆ファシリテーター：小松道則 (ふくおか当事者研究会) 

★話題提供者：南部紀子さん (保育園・園長) 

          中島雅登さん (トランスジェンダー当事者) 

① 『学校改造計画』 

   〜生徒と先生が〝ホンネ〟で話す当事者研究〜 

② 当事者研究のはじめ方・続け方 

   ～オンラインにおける当事者研究の工夫と苦労〜 

③ 新・働き方改革 「職場でまた浮いちゃった…」 

   ～はたらく私の当事者研究～ 
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 2020 年「外出自粛」を余儀なくされて DV など家庭での苦労の多い年となった。感染症予防における
ソーシャルディスタンスが叫ばれ、人とのつながりが絶たれる一方で、外出自粛で大切な人との物理
的距離が近くなった。最適な心理的距離と境界線が曖昧になりがちな「大切な人との関係性」。独特の苦
しさをまとうコロナ問題と家族の苦労に焦点を当てる。 

☆ファシリテーター：岩﨑 茜 (ふくおか当事者研究会・代表)

★話題提供者：川村敏明 (浦河ひがし町診療所・院長)

 浦河べてるの家コミュニティの方等 

 

 「ホームレス」と言えば公園や河川敷に住んでいる人たちをイメージする方は多いだろう。しかし、
一方で見えないホームレスが存在する。ネカフェ難民や家に居場所のない子供。様々な事情で職を失い、
親の年金で生活している中年が突然家を失う例などある。家があり寝食に困らない人であっても、心理
的な居場所を失っている人は多く存在する。 
居場所（ホーム）のない人々もそうでない人も、ともに対話する場としたい。 

☆ファシリテーター：高山京子 (当事者研究・ちたの会)

★話題提供者：奥田知志さん (NPO 法人抱樸)

   居場所のない苦労の当事者等 

④ 「自粛・心地よいソーシャルディスタンスを探究せよ！」

～コロナ時代の家族のための当事者研究～

⑤ 「ステイホームと言われても…」

～どこにも居場所のない私の当事者研究～
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大会に寄せて 
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「不確かさ」の時代における当事者研究の可能性 

浦河べてるの家 
向谷地 生良 

 
 今年の一月に中国の武漢市が都市封鎖を受け
て以来、新型コロナウィルスは世界中に蔓延し、
私たちの生活の常識ばかりではなく、暮らしその
ものを一変させてしまいました。例えば、科学的
にマスクには予防効果はないという当初の“常識”
が、いつのまにか覆り、マスクをすることが当た
り前となってしまいました。フィリピンでは、何
とそれで射殺される人まででる始末です。それば
かりではありません。今まで、数時間の会議のた
めに、東京への日帰り出張も当たり前になってい
ましたが、今ではリモートで、どこにいても会議
に参加できます。ですから、会議のためにわざわ
ざ東京に出向いていたのが、不思議に思うほどで
す。 
講義もそうです。一部の大学で、先進的に導入

されていたリモートを用いた講義を、私の努める
大学でも取り入れられないかという議論を大分
前からしてきましたが、遅々として進まなかった
ものが、新型コロナが蔓延すると、突然、講義が
リモートに切り替わりました。 
 べてるも、北海道で一番、交通の便が悪いにも
関わらず、この２５年間、１５００人から２００
０人の人たちが、足を運び、来町者への研修、物
販、そして、飲食の提供、さらには終末の講演と
日高昆布や書籍、グッズ対面販売が、浦河への交
流人口の拡大を生んできました。それが、新型コ
ロナウイルスによる人々の移動の中止の影響で、
すべてが止まってしまいました。私たちばかりで
はありません。地域全体が、新型コロナの影響に
よる経営危機に見舞われています。 
しかし、考えてみれば、北海道の過疎地域であ

る浦河は、戦後の１０年を除き、他地域もそうだ
ったように、一貫として労働力を都市部に供給す
る立場に置かれて人口減少が続き、ピーク時には
二万二千人だったのが、現在は一万一千人になっ

てしまいました。ですから、私たちの暮らす浦河
という地域は、「慢性的な被災地」であり、それに
加えて、日本一の有感地震地帯で、１５，６年に
一度の震度６の地震に見舞われ、ときどき水害や
津波の不安も抱えるという環境の中で、生き抜い
てきました。 
ここで大事にしたいことがあります。それは

「自分の苦労をみんなの苦労に、みんなの苦労を
自分の苦労に」という、「連帯の文化」を絶やさな
いことです。これは、当事者研究を生み出した当
事者文化のもっとも大切な理念の一つです。ここ
で言う連帯とは、他者のかかえる生きにくさやい
わゆる問題と言われる行動や出来事でも、「自分
も、その人と同様の環境、状況に立たされたなら
ば、同じような結果に陥るかもしれない」という
想像力をもってつながることです。 
私たちは、日本一の夏イチゴの生産地である浦

河で、苦しい経営を強いられる夏いちご農家の人
たちとイチゴの販路拡大と付加価値をつける共
同の事業を模索しています。それは「地域のかか
える苦労への参画」という理念にもつながります。
大事なことは、良い結果を生み出すことよりも、
不確かで、見通しのない現状、もしかしたら上手
くいかない結果も予想される事態の中でも、前向
きにみんなでウロウロし、先例にとらわれずにコ
ツコツと“実験”を繰り返す中で、予想もせずに起
きるハプニングが、突破口になるのです。大事な
のは、計画的に、手際よく、能力に長けた人たち
で、工夫を重ねるのではなく、いかに“場違い”な
人や“情けない”経験をもった人を巻き込めるか、
いわゆる「苦労のダイバシティ―」が大事になっ
てきます。 
この度九州での当事者研究全国大会も、新型コ

ロナという予想外の災害に見舞われ、順調に苦労
を続けながら、準備を重ねています。いろいろと
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大変なこともありますが、全国各地を“代表”する
苦労人が結集し、研究交流を重ね、そこで出会っ
た仲間の経験や「知」を、地元に持ち帰り、人づ
くり、場づくりに活かすという循環を地道に続け
ることこそ、私たちにとって必要なことのように

思います。 
多くの皆さんとの九州大会での出会いと再会

を心待ちにしています。 
 

 
 
 
 
「苦悩」は「私であること」から生まれる 

ふくおか当事者研究会  
代表 岩﨑 茜 

私は、真剣に「悩む」ということばかりしてき
た。悩みすぎて、どうでもよくなって、うっかり
死にそうになったりもした。けれども悩むことを
あきらめなかった。「悩み続けるなんて、時間の無
駄じゃないかしら」と人は言うだろう。私自身、
何度となく、そう思った。けれども「苦悩」とい
う荷物を置き忘れたまま、足を前に進めることは
できないのだ。「苦悩」は、私が「私であること」
から生まれているから。 
 
私にとって、べてるの家の「当事者研究」との

出会いは衝撃的な事件だった。 
ある日、私は夢を見ていた。長友ゆみさんや山

本賀代さん、べてるの家のメンバーが向こうから
笑顔で歩いてくる。そして叫んだ。 
「あかねちゃーん！！」 
べてるの仲間たちは私の名前など知るはずが

なかったが、なぜかその瞬間私は確信した。「私に
は友達がいたんだ」と。ふうと息をしたら、涙が
流れてきて、そして、目が覚めた。 
 
私は 18 歳で実家を後にし、お金もなく段ボー

ル一個の荷物と布団一枚だけ持って新聞奨学生
として新聞販売店の寮という住処を手に入れた。
そこで、新聞配達をしながら理系の専門学校で学
んだ。高専の専攻科に入学し、格安の寮に入って

命をつなぎ、工学の研究というものに触れた。そ
して、いつしか研究者になることを志すようにな
った。大学院に進学し理学部の研究室に在籍した。
いつも背伸びをして、自分以上の何かを演じ、お
金もないのに住む場所と食べるものと学ぶ環境
を手に入れてきた。けれども私は、昔から、どう
にも不器用で、脳の情報処理はいつも渋滞してい
て、どのように交通整理したらよいかわからない
のだった。いつも私の頭は、フリーズしたパソコ
ンのようになってしまう。そのことが、私はとて
も恥ずかしくて、つらかった。 
大学院に入ってからは、さらなる苦労の連続だ

った。研究室の博士課程の先輩から「あなたのよ
うなバカがこの研究室にいること自体がおかし
いんよ…」などということを言われ続けていた。
三年目、博士課程に進学してからしばらくして、
ついに私は身体を布団から起こすことができな
くなっていた。自分自身の不器用さに付き合うの
ももういやだった。真夏、エアコンのついていな
い部屋で、そのまま体を起こさずに何も口にせず
に干からびて死ぬ自分を想像した。 
周りを見れば、人はあっけなく死んでしまうこ

ともたくさんあるのに、一方ではそれでいてそう
簡単には死なないようにできている。現に、私は
死ななかった。 
生きていくエネルギーが枯渇したかのようで、
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毎日、ただ眠って、息をしていた。目が覚めたら、
アマゾンで購入した本を何度も何度も読んでい
た。そのとき読んでいたのが、べてるの家のこと
を書いた『悩む力』という本だった。 
 
 私は小さい頃から、暴力とか大声とかが「とて
も苦手」だった。いや、暴力が好きな人なんてい
ないと思うけれども、一方で、ボクシングを見る
のが好きとか、怒鳴るとすっきりするとか、そう
いう人がいるくらいだから、普通は皆たいして気
にせずに人に暴力をふるい、大声で怒鳴るのだろ
う、と、そういうふうに私は理解していた。父親
が酒に酔っては「友達」と殴り合いのけんかをす
る意味が分からなかった。父親がお茶碗を母親に
投げつけて怪我をさせたり、母親が父親を罵った
り、子供である私を罵ったりする意味が分からな
かった。 
 私が幼い頃から直面していた現実は「この世は
暴力に満ちている」ということだった。そして、
この暴力から「大事なひと(両親)を守らねばなら
ない」ということだった。 
「大事な人を暴力から守ること」 
今すでに、20 代だったあの頃の倍に近づく年齢

を生き、両親とは決別した今もなお、私は同じ物
語の中を生きていることに気づく。 
大切な人たちを守りたいという想いは、社会の環
境や仕組みの中で摩擦を生み、更なる苦悩を背負
うこともある。 
 
「なぜ人は暴力をふるい、傷つけ合うのか」 
 

 暴力は自分自身の中から生まれ出て自分自
身を傷つけることもある。その暴力は私に何を伝
えようとしているのだろうか？ 
かつて、私にとって唯一の道に思えた研究者を見
失い、死の淵を漂い、一生分の涙を流しながら、
答えの返ってこない問いを投げかけ続けた先に、
私の人生は築かれてきた。 

 

常識では悪のように扱われているものを、決め
つけて切り捨てるのではなく、意味のある大切な
存在として扱う。 

 
【苦労は宝】だ。私は、当事者研究に出会い、

このような考え方に触れたことで、私が「私であ
ること」そのものに意味があるのだと、「生きてい
てもいい」のだと思うことができた。そして、ど
う転んでも、私が私である限り、苦労はなくなら
ない。だからこそ、【病気は“治す”より“活かす”】。
病気が教えてくれる合図に耳をすませば、その苦
労は、パワフルな未来を生きる道を示す羅針盤と
なる。 
 
べてるの家の仲間が私の夢に出演したあの日、

暴力で傷つけ合うことのない社会を創る、と私は
決めた。 
私が生きたいと思える社会は、対話によって自

分とは異なる他者を理解し、認めあうことから始
まるのだろう。 

 
ふくおか当事者研究会を立ち上げ、仲間を集め

て細々と当事者研究を始めた。全国各地の当事者
研究仲間と出会った。そんな仲間たちが、何年も
何年も私を励まし続けてくれたおかげで、かつて
は微塵も残ってはいなかった勇気を少しずつ補
充することができた。そして今回、当事者研究全
国交流集会・九州大会を実現するために行動を起
こすことができたのだった。 

 
「当事者研究」は、パンドラの箱のようだ。そ

れは決して開けてはいけないような、そんなもの
は見てはいけないというようなメッセージを、私
たちは社会の先輩方から受け取っている。ここに
きて【主観・反転・“非”常識】の出番だ。考え方
を反転してみる、非常識なことをする。結果とし
て私は、その中に飛び込んだことで、かけがえの
ない友達や仲間に出会うことができた。 
「それぞれに苦労しながら生きている人たち
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が愛おしい」と思うようになった。悩むばかりで
生きている意味を見出せなかった日々を越えて
きた今、私を取り巻くすべての人に「愛」を感じ

ている。 
世界の中心で愛を叫びたい。そんな日々だ。

 
 
 
 
羅針盤（シンギュラリティの手前でパンデミックが来たこの世界で） 

全力回転没頭系・自分が一番治らない精神科医 
樫本香苗 

 
 第 17 回当事者研究全国交流集会九州大会（初
☆オンライン開催）、おめでとうございます！ 
 今年に入り、2020 年早々にはじまり、あれよあ
れよという間に新型コロナウイルスのパンデミ
ックという世界中の誰しもが想定していなかっ
ただろう事態に陥った。そのまま、時間は巻き戻
せず、進み続けている。 
 私は Facebook でよく極私的な記事をあげてい
るが、さかのぼってゆくと、 
 今年の 2 月 1１日に九州大会の日程をタイムラ
インにて変更告知しており（佐賀県の宿探しを
し）、明石焼きを食べに兵庫県に出かけたりして
いる。でもその頃から、どんどん新型コロナウイ
ルスについて考えたり感じることが増えて行き、
まさに我が一人当事者研究みたく、脳味噌は煮詰
まり物理的にも変動し、どんどん加速していった。 
 ちなみにこんな感じ(3 月 16 日の記事をコピー
アンドペースト)↓ 

・・・・・ 
【共生共存共依存】 
 日曜日は天気も良くて、ひとけの少ない公園で、
珍しい色の鳥(キビタキかな？)を見かけて、目が
合う。桜のつぼみがまもなく開きそうだ。春がぐ
んぐんと色づき、息を吹きかえしてくる。 

☆ 
 新型コロナウイルス(無生物だが実存)を現象と
して考えたとき、人類が活動を休止(一斉に一時停
止)している間に、野性動物や、海洋生物、植物達

は生命活動がのびのびと行えているのではない
か。鉱物の採掘や山の切り開きも下がり、工場や
生産や交通量が低下することで、はからずとも地
球温暖化的なものに歯止めがかかり、空気は浄化
される。地球上のすべての生命体および物質が共
存共生していくための、地球側の意志のようなも
のではなかろうか。今、地球が一番安心して深く
呼吸ができている。地球は人のことも、ウイルス
のことも、すべての地球を構成する多様な存在や
成分を等しく愛している。 
 今後、人間は子供たちを自然のなかで遊ばせ、
高齢者を大切にして、お互いがお互いのことを思
いあい、地球上で自分にとっての大事なことを見
つけ、それを愛して育むだろう。 
 人間にとって、文化や文明、歌や踊り、劇、陶
芸、思想、お金というものの本質的な意味、命を
もらって食べること、その土地に生活すること、
息をすること、生きているということ、人が人と
会うということ、手を繋ぐこと、手当てすること、
語り合うこと、様々なことがより深く体験されて
ゆくのではないかと思う。 

☆ 
 と、夜中に目が覚めたときに急に思いついたの
で、書きとどめることにしたが、昼間に読んだら、
やっぱりやばいわ、私、と思うんだろうな。もう
ここのところ、ずっと私と新型コロナウイルスと
の間で当事者研究にはまりこんでいるよなあ。で
も、なんとなく、この辺り(当たり?)にたどり着い
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て、いったん我が呼吸も深くなったのだった。 
(↑とりあえずこの記事に関しては、編集や手直し
はしないことにした、キャッチアンドリリースで
放置) 

・・・・・ 
 と、そんなふうに、つつがなく具合が悪くなり
ながら、仕事自体はむしろ忙しくなったりしつつ、
なんとかやってこれているのは、ひとえに当事者
研究をいつも小脇に抱えているからかもしれな
い。 
 私にとっての当事者研究とは、内在化されたも
のを外在化し再内在化するツールであり、自分自
身の苦労へとアクセスするための命綱であり、副
作用として理念にやられて、うっかり仲間と遭遇
して繋がっちまう、とっても興味深い営みだ。 
そうやって、点滅する当事者研究仲間と、実際に
会えないのは、集えないのは、とてもさみしい。 
だけど、zoom ミーティングで、交流できるのは

ありがたい。十年前だったらばきっと難しかった
だろう。新型コロナウイルス現象が起きたのが、
今現在であったおかげで、こうして手を振りあえ
る。 
 羅針盤はひとつじゃない。苦労の数だけあるの
だろう。ぷかりぷかりと気球に乗って、地上とも
空ともソーシャルディスタンスを保ちながら、危
うく時空に浮かぼう。そして、たまたま、空間で
キラリとすれ違ったら、羅針盤をピカピカと光ら
そう。それがきっと合図となって、共に、苦労の
中へと、探検する扉が小さく震えるはずだ。気球
はぐるぐる回りだし、ダンスしながら降りてゆく。 
探さんば～（サンバ！）佐賀☆Let's 当事者研究！ 
そうすれば、産婆さんが、産声をあげ生まれたば
かりの研究に対し、ウェルカム☆この苦労の現世
へ！と祝福するはずだ。 
 ありがとう。 

 
 

 

 
 
忘れえぬ人 

でかぬーて利生院   
坂口雅彦 

 
彼と会ったのは晩秋のころだった。ネットカフ

ェ近くの歩道のへりに座って震えていた。ホーム
レス支援の仕事をしていた私は同僚と声をかけ
た。K 市から博多に来て、金銭も尽き思案してい
ること、カフェに免許証などをおいてきたと言っ
た。私達は保護課を頼ることをすすめた。彼は拒
否したうえでここに来たいきさつも話してくれ
た。主治医の同意を得られず退院したこと、歩い
たり電車に乗ったりして福岡をめざしたこと、保
護課の世話にはなりたくないこと、などであった。
また入院に至るまで兄に暴力を受けていたこと、
病院での仕打ちやこれからの不安も訴えた。暴力
に怯える過去の彼と今後の不安に苛まされてい

る現在の彼、二つの人格がかわるがわる交互に現
れた。そのうちマイケルジャクソンのファンであ
ることがわかりビートルズ、ジョンレノンと話が
はずみ、いつの間にか夕暮れになっていた。彼は
カフェに一泊して明朝保護課に行くことを申し
出た。決して交わらなかった過去と現在の彼をな
だめる第三の人格が現れたように思えた。同僚に
は「どんなマジックを使ったの」と笑われ、「どう
もこうも、彼が勝手に解決したんだ。彼の力だよ」
と、しどろもどろに答えた。このことは以来心に
残り、福音となった。現在に至るまで、生活訓練
支援員や相談支援専門員などの福祉職に就き、当
事者研究とも出合うことができた。自分たちのこ
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とは自分たちが専門家であり、自らが決め、それ
を生活で実践するという当事者研究のモットー
は、私にとって腑に落ちるものであり、垣根を越
えて人々に訴えるべき思想だと思っている。また
ベテル九州代表の岩崎さんには当事業所で長年
毎月開催してもらっていて、この場であらためて
謝意を表したい。 

今回縁あって九州大会の準備に参加させても
らいました。残念ながらコロナ禍でオンラインの
開催になりましたが、心の触れ合いを感じられる
大会にできたらと思っています。関係各位のご尽
力に敬意を表し、今大会のご成功を祈念いたしま
す。

 
 
 
 

祝・九州大会開催 「私は今ここにいる」 
  麻生医療福祉専門学校福岡校  

山下和美 
 
 この寄稿文の依頼を受けて、二つ返事で受けて
はみたものの、はたと立ち止まって考えたのは「
なぜ私はここにいるのだろう」ということだった
。この 3年間、私をここまで導いてくれたものに
ついて振り返ってみた。 
 遡れば約８年前、勤めている介護福祉士養成課
程をもつ専門学校で精神障害者の介護を教える
ことになった時に、まずは私自身の精神障害に対
するイメージを払拭してからだ！と決意したの
が始まりだった。 
町の図書館で彷徨いながら、突破口となる文献

を探していた時に、べてるの家に関する本が目に
留まった。そこには『当事者研究』という目新し
い言葉とともに『自己病名』『幻覚妄想大会』『幻
聴さん』などなど、度肝を抜かれることばかりが
書かれてあった。気づけば、悩みながらも自分ら
しく生きておられるべてるの家の皆さんに、優し
く励まされている私がいた。そして 2016 年、福
岡で当事者研究をしている方がいること、さらに

『私が死ぬまでに会いたい人５人』のうちのお一
人である、向谷地さんの講演があると知り、その
講演会を主宰していた岩﨑茜さんと出会ったこ
とが、「今ここ」につながっている。 
講演会の場で名刺を交換していたのが、その後

「九州で当事者研究全国交流集会をやりたい」と
積年の思いを語る彼女に声をかけてもらって、気
づけば早や 3年。あの小さな身体の、どこにこん
なパワーがあるのかと思わせるほどの情熱に引
っ張られながら、私はといえば、羨望 99.9％＆か
る～い嫉妬 0.1％を抱えながらここまで連れてき
てもらったというのが本当のところである。多く
の人と出会い、貴重な経験ができたことを心から
感謝したい。最初に思い描いていた形での開催と
はならなかったが、この３年間の集大成となる九
州大会は、コロナ禍における『当事者研究』の一
つの在り方となり得るものと信じている。 
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第17回 当事者研究全国交流集会 九州大会　発表要旨 
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※今回は九州大会のため、九州より順に紹介しています。 

〈九州地方〉 

ふくおか当事者研究会 

◆活動内容：福岡で当事者研究をやりたい、べてるの家のようなコミュニティをつくりたいとの想いで
2013年に会を立ち上げました。月 2 回、公共施設を会場に当事者研究会を開催しています。 
◆対象者：苦労を抱える当事者ならどなたでも。 
◆連絡先：代表者・岩﨑 茜  TEL 080-5284-4384 
     E-mail tojishakenkyufk@gmail.com 
 

福祉サービス事業所 利生院 

◆活動内容：主に精神障害者を対象とした生活訓練事業所です。日中の居場所であるとともに、様々な
プログラム(クッキング、コミュニケーション、英会話、ヨガ等)を開催しており、そのうち月 2 回は当
事者研究も実施しています。 
◆対象者：主に精神障害者を対象とした事業所の利用者。 
◆連絡先：〒814-0011 福岡県福岡市早良区高取 1-26-59 

施設長・坂口雅彦  TEL 092-407-3415 
E-mail rishouin@dekanuute.fukuoka.jp 
http://dekanuute.fukuoka.jp 

 

医療法人共助会 三州病院 

◆活動内容：当院ではデイナイトケアの活動で当事者研究を行っています。定期的に浦河べてるの家の
皆さんとも交流させていただいています。 
◆対象者：デイナイトケア利用者。 
◆連絡先：〒891-1205 鹿児島県鹿児島市犬迫町 7783番地 1 
     TEL 099-238-0075  E-mail sansyu-dc@sansyu-hp.jp 
     http://sansyu-hp.jp 
 
〈中国地方〉 

広島当事者研究会 

◆活動内容：毎月、原則第三土曜日に開催しています 13 時～16 時。 
◆対象者：不問。 
◆連絡先：〒720-0046 広島県福山市今町 1-18天尚堂ビル 2階 

代表者・長崎和則 TEL 080-4264-0994  
E-mail Hiroshima_touken@socialwork-jp.com 
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〈近畿地方〉 

支援の当事者研究会 わやの湯 

◆活動内容：2 か月に一度、大阪の京阪土居駅から歩いて 10 分の所で当事者研究やってます。コロナに
なってからは ZOOMで実施中。 
◆対象者：だれかを支援する、支援される、ということについて考えたい人 (よく聞かれますが支援職
じゃなくても全然OK！) 
◆連絡先：気になる方は Facebook で「わやの湯」を検索＆西川に連絡ください。 
 

NPO 法人大阪スタタリングプロジェクト 

◆活動内容：1966 年、どもる人のセルフグループとして設立。吃音を否定するのではなく、上手につき
合うことを目指す。2007 年から「吃音の当事者研究」を行っている。 
◆対象者：どもる成人(どもらない人も歓迎) 
◆連絡先：TEL/FAX  072-820-8244(伊藤伸二) 

〒583-0012 大阪府藤井寺市道明寺 5-2-5(東野晃之) 
     http://www.osaka-kitsuon.com/ 
 

就労継続支援 B 型事業所ぴあ・訪問看護ステーションぴあぴあ・ぴあクリニック 

◆活動内容：就 B ぴあは、1 階の “ぴあキッチン” という店舗でランチ営業しています。2 階は “ちく
ちくクラブ” で小物などの製作と内職作業をし、販売しています。毎週木曜日にぴあクリニックで当事
者研究を行っています。出張当事者研究もやっています。 
◆対象者：当事者研究は誰でも自由に参加OK です。予約などは要りません。 

※コロナの影響により現在は外部からの参加は受けつけておりません。 
◆連絡先：〒577-0807 大阪府東大阪市菱屋西 1丁目 17-22 プレミアム菱屋西 1F  

ぴあクリニック(近鉄大阪線長瀬駅すぐ) 
     TEL  06-6729-3440 
 
〈中部地方〉 

三重当事者研究会(べてる研究会・通称「べてけん」) 

◆活動内容：月に 1～2 度ほど開催してましたが、コロナ禍で物理的に集まることを中断してまする。
オンラインも検討中。わいわいガヤガヤ当事者研究を行います。 
◆対象者：当事者性があれば、つまりは苦労の主人公の自覚があれば、誰でもオッケー。 
◆連絡先：Facebook にて Kanae Kashimotoで検索し、パンダアイコンに参加希望の旨をよろです。 
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当事者研究・ちたの会 

◆活動内容：知多市の活動支援センターふるぼで、原則毎週土曜日の午前 10 時～12 時に当事者研究会
を開催しています。 
◆対象者：「自分自身で、ともに」の理念を大切に活動しています。仲間の力を借りて自分を助けたい、
と思っておられる方なら、どうぞお出かけください！ 
◆連絡先：〒478-0064 愛知県知多市新知台 2-9-21 活動支援センターふるぼ 
     TEL 0562-85-1185  FAX 0562-85-1183 
     E-mail yukkuri@bmail.plala.or.jp 
 

共存共生共依存の会(きょうきょうの会) 

◆活動内容：私たちは「自分の病気に気づけない」という病をもっている、てごわい人たちです。「えー
っ‼私が当事者だったの？」常連メンバーのショーゲキの発言に一同大笑いしました。知多市のふるぼ
で月 1 回開催しています(土曜日か日曜日の午後 1時半～4時頃)。 
◆対象者：精神の問題を抱え生きづらくなっている娘、息子、きょうだいとともに暮らすうちに具合が
悪くなってしまった「家族」。 
◆連絡先：〒478-0064 愛知県知多市新知台 2-9-21 活動支援センターふるぼ 
     TEL 0562-85-1185  FAX 0562-85-1183 
 

名古屋支援者当事者研究会 

◆活動内容：名古屋で月に 1度(日曜日)ほど集まり、苦労を語り研究しています。支援者としての苦労
を棚卸しし、生活や仕事をしていく上で気持ちを楽にしていけるようなつながりの場を目指しています。 
◆対象者：支援職、支援者、支援をしていると思っている人。健常者、当事者は問いません。 
◆連絡先：Facebook から「名古屋支援者当事者研究会」で検索！ 

日程をお知らせしていますので、いつでも遊びに来てください。 
     E-mail inafukushipart@gmail.com (稲月) 
         noriko398@gmail.com  (南部) 
 
〈関東地方〉 

就労継続支援 B 型 Base Camp 

◆活動内容：Base Campの当事者研究では、ホワイトボードにイラストにすることをはじめ、実際にか
らだを動かして場面を再現してみたり(カチンコを使ってます)、最近ではエピソードをラップにしてみ
たり(YO! YO!)、いろんなことを実験中です。さまざまなイベント(最近はオンラインイベント)を開催
しています。デイケアやグループホーム、大学の授業などへの出張活動もメンバーの仕事の一環として
行っております。 
◆対象者：基本的には Base Camp の利用者が対象です。各種イベントはオープンに開催しております
ので詳しくはホームページをご覧くださいませ。  
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◆連絡先：〒171-0043 東京都豊島区要町 3-22-10 星野館ビル 401 
          https://base.or.jp/  (ホームページにお問い合わせフォームもあります) 
 
◎関東地方には、他にも多くの当事者研究の実践団体があります。 

にもかかわらず、九州の実行委員会とのつながりが薄く、関東圏の皆様に掲載情報の確認を

取り付けることができませんでした。ご紹介できず申し訳ありません。 

 
〈北海道地方〉 

札幌なかまの杜クリニック 

◆活動内容：外来診療、デイケア、訪問看護などでの当事者研究やその理念を大切にした医療をさまざ
まなチカラを持つ『なかま』と共に目指しています。 
◆対象者：どなたでも。 
◆連絡先：〒064-0822 北海道札幌市中央区北二条西 20 丁目 1-28 報恩ビル 2階 
     TEL 011-688-5753 
     http://nakamanomori.com/ 
 

Supporter’s Anonymous （SupA の会） 

◆活動内容：月１回開催。体調気分の確認。「SupA の会支援者の回復への 8 つのステップ」を輪読した
のち、テーマを決定する。そのテーマに沿って言いっぱなし、聞きっぱなし。そこから、賛同するもの
や似た体験を持っている場合はそれを分かち合い膨らましていく。最後に、各々の感想を述べる。 
◆対象者：当事者を自覚する支援者は all welcome！主に札幌・千歳の医師、看護師、心理士、ソーシャ
ルワーカー、大学院生、看護大教員が参加している。 
◆連絡先：TEL 070-1640-0134 

E-mail h.nakamura@nfield.co.jp 
株式会社 N・フィールド 中村創（なかむらはじめ） 

 

さっぽろ若者応援ネットワーク 

◆活動内容：さっぽろ若者応援ネットワークは、苦労を抱える若者、若者を応援したいと思う方々が
気軽に参加して、仲間と経験交流をしながら、自分たちの生きやすさを生み出す場です。現在のとこ
ろ、毎月 1 回（たいてい月末の土日）に「札幌市 若者支援施設 Youth+（ユースプラス）」にて開催
しています。 
 毎年の初旬に、若者当事者研究交流集会として、今年度の分科会でもご紹介いただいている「学校
改造計画」を行っています。 
◆対象者：札幌または近郊の都市で苦労を抱える若者と、若者を応援したいと思う方々 
◆連絡先：E-mail  wakamono_ouen_net@yahoo.co.jp 
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降りてゆくラジオ 

◆活動内容：札幌市ローカル FM 周波数 77.6 MHz。毎週火曜日 19:00 -20:00 に研究および放送活動
を実験しています。活動目的は、当事者研究・浦河べてる・北海道医療大学・福祉と医療などの語り
合いの普及や PR、および市内および近郊のイベントアナウンスです。苦労・経験を語りたい人や学生
さん達が集って語らい、それを通してリスナーの方の語りを開いていただいています。 
◆対象者：札幌市内にて FM 放送を聴ける方、また国内・海外から PC・スマホにてご視聴いただけ
る方、およびご連絡の上でスタジオまでご見学いただける方。 
◆連絡先：ori@776.fm  皆様からのお便り、お待ちしています。 
 

江別若者応援ネットワーク 

◆活動内容：江別若者応援ネットワークは、苦労を抱える若者、若者を応援したいと思う方々が気軽に
参加して、仲間と経験交流をしながら、自分たちの生きやすさを生み出す場です。 
◆対象者：若者、保護者、若者を応援したいと思っている方。 
◆連絡先：080-5583-4473 (山田) 
 

小樽当事者研究会「たるとの会」 

◆活動内容：たるとの会は、北海道小樽市にあります。さまざまな「生きづらさ」を持つ仲間とともに
当事者研究を通じた「つながりの場」をつくる活動をしています。月に１度の当事者研究ミーティング
では、みんなで苦労を持ち寄ってわいわいがやがや研究しています。開催場所、日時、研究内容などは
ホームページをご覧ください。 
◆対象者：生きづらさを抱えている方 
◆連絡先：E-mail tarutonokai@yahoo.co.jp  

http://tarutonokai.wp.xdomain.jp/ 
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当事者研究関連書籍 

❖ 当事者研究必携三冊！ 

べてるの家の「非」援助論       べてるの家の「当事者研究」       技法以前べてるの家のつくりかた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❖ ここから始まる物語… 

悩む力 べてるの家の人びと      治りませんように べてるの家のいま   コミュニティ支援、べてる式。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❖ 様々な当事者研究の進め方 

みんなの当事者研究          当事者研究をはじめよう        当事者研究と専門知 
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